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評価項目 細項目 評価 コメント

指定管理者の管理
の瑕疵による重大な
事故

A 管理の瑕疵による事故はなし。引き続き事故防止対策を徹底し、事故０
に努めること。

個人情報の流出 A 個人情報の流出はなし。武道館の全職員に対して個人情報保護の周
知徹底を図った。引き続き適切な情報管理に努めること。

不適切な利用許可
の停止、取消し A 利用許可の停止・取消しをしたものはなし。利用目的の精査に努め、適

切な利用に努めている。引き続き適切な利用許可に努めること。

施設利用者数 A
施設利用者数180,500人以上の目標に対し、平成30年度の実績は
4,767人増の185,267人で目標を達成した。引き続き利用者数増加に努
めること。

主道場稼働率 B
午前・午後・夜間の全日を通じた主道場稼働率83％以上の目標に対
し、平成30年度の実績は79.51％であり、目標の達成にはいたらなかっ
たが、次年度以降の目標の達成に向けて、新たな取組内容を検討する
こと。

武道教室参加者数 A
武道教室参加者数11,600人以上の目標に対し、平成30年度の実績
は、269人増の11,869人で目標を達成した。引き続き利用者数増加に努
めること。

利用者満足度（総
合） A

5段階評価で4以上（大変良い・良い）の占める割合について、85％以上
の目標に対し、平成30年度の実績は93.5％で目標を達成した。引き続
き利用者満足度の向上に努めること。

利用者満足度（職員
対応） A

5段階評価で4以上（大変良い・良い）の占める割合について、85％以上
の目標に対し、平成30年度の実績は91.7％で目標を達成した。引き続
き適切な利用者対応を行い、利用者満足度の向上に努めること。

利用者満足度（施設
の管理状況） A

5段階評価で4以上（大変良い・良い）の占める割合について、85％以上
の目標に対し、平成30年度の実績は91.1％で目標を達成した。引き続
き適切な施設管理を行い、利用者満足度の向上に努めること。

利用者満足度（事業
内容） A

5段階評価で4以上（大変良い・良い）の占める割合について、85％以上
の目標に対し、平成30年度の実績は93.3％で目標を達成した。引き続
き事業内容の充実を図ることにより、利用者に魅力ある事業を提供し、
利用者満足度の向上に努めること。

利用料金収入 A 利用料金収入24,752千円以上の目標に対し、平成30年度の実績は
25,067千円で目標を達成した。

適正な支出の確保 A
不適正な支出はなし。県に準じた会計手続についてもモニタリングを通
じて着実に改善が図られている。引き続き適正な会計事務に努めるこ
と。

A
管理目標をほぼ達成し、適切な管理運営が行われた。引き続き事業内
容の充実と利用者サービスの向上を図り、利用者数の増加及び満足
度向上に努めること。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

効率性の向上、
財務

特記事項

・県民に武道に対する興味や関心を持ってもらうために、９つの武道団体（※）と協力し
「武道祭」を実施し、演武や体験教室などを実施した。
※柔道・剣道・弓道・空手道・少林寺拳法・なぎなた・合気道・相撲・銃剣道
・空手道競技が東京２０２０オリンピックの正式種目になったことから、空手道を志す青
少年の夢を育むために、トップアスリートを招聘し、新たに空手道講習会を開催した。
・武道教室に相撲（小学生対象）を新たに追加するほか、暑中稽古には相撲、銃剣
道、寒稽古には銃剣道を新たに追加し、更なる武道の振興を図った。

主道場稼働率の目標達成に向け、更なる取組内容の充実とサービスの向上に努める
こと。

総合評価

利用者サービス
の向上

施設の設置
目的の達成

指定管理者管理運営状況評価

埼玉県立武道館

公益財団法人埼玉県スポーツ協会・株式会社サイオー共同事業体

平成３０年度

埼玉県県民生活部スポーツ振興課

利用者の
安心・安全、
平等利用の
確保


